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 節に現れる動詞句の性質についての研究です．until節に現れる動詞

は完結的でなければならないとされていますが，実際には状態動詞と

みなされるものや進行形も見られます．この研究では，進行形を含め

て until節に生起可能な動詞句の特徴を考察します． 

     In this paper I propose the semantics of verbs in until-clauses, 

which stipulates that verbs in the clause should have two 

interrelated grounds for the appearance: (A) With reference to 

tense, they have a temporal, instantaneous reference time (R1) to 

designate the terminal point of the main clause; and (B) 

Aspectually, they should have a potential starting or end point (R0) 

which is temporally realized with R1. 

進行形が until節に生起可能な進行形の時間的構造 

John was sleeping when I arrived. 

                       Mid S 

                     TOsit = TS 

                                                                      

                                   

TE 

主節によって表される事態（Mid S）には時間的に幅があると考えられ

るものの，when 節によって表される TE は瞬時的なため，結果的に

TE によって切り取られる TOsitも瞬時的とならざるを得ません．つま

り，進行相というアスペクトによって継続的な事態について言及して

いるはずの進行形が TE（あるいは基準時 R）によって実際には進行中

の事態の１時点についてしか言及していません．このような進行形が

until節に現れることになります． 
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研究テーマ名 until節に生起する動詞句の意味論的制約 

 

 （英訳）Semantics of the Verbs in Until-Clauses 
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